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ＪＲ肥薩線検討会議の設置目的等
資料１

ＪＲ肥薩線検討会議は、令和２年の大雨で被災した肥薩線について、河川や道
路などの公共事業との連携の可能性も含めた復旧方法及び復旧後の肥薩線の在り方
などについて検討することを目的とする。

設置目的

○肥薩線の概要
○被害状況
○復旧費用
・過去の被災路線の復旧方法
・被災路線への支援制度
・他事業との連携の可能性等を踏まえて検討
○復旧後の在り方
※検討状況を踏まえ、検討事項を追加

検討事項（案）

・概ね１～２ヶ月に１度を目途に開催

開催時期



肥薩線の状況について

２０２２年 ３月 ２２日

九州旅客鉄道株式会社

1

Administrator
テキストボックス
資料②



１．令和２年７月豪雨による被災状況

２．ＪＲ肥薩線の復旧費

2

・概算復旧費算出の前提
・概算復旧費算出イメージ
鎌瀬・瀬戸石間 球磨川第１橋りょう
那良口・渡間 第二球磨川橋りょう

・概算復旧費

・令和２年７月豪雨によるＪＲ肥薩線の主な被害（全体概要）
・球磨川第１橋りょう、第二球磨川橋りょうの被害
・その他の被害
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令和２年７月豪雨による
ＪＲ肥薩線の主な被害（運休区間）



令和２年７月豪雨によるＪＲ肥薩線の主な被害（運休区間）
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沿線自治体別
被害
件数

熊本県

八代市 124件

芦北町 173件

球磨村 113件

人吉市 37件

宮崎県 えびの市 0件

鹿児島県 湧水町 1件

計 448件

区間別
被害
件数

八代～人吉 419件

人吉～吉松 29件

計 448件

※吉松～隼人間：2件
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球磨川第１橋りょう、
第二球磨川橋りょうの被害



球磨川第１橋りょう、第二球磨川橋りょうの被害

【被災前】

【被災後】

球磨川第１橋りょう

6

橋りょう 被災数

・デックガーダー 3連（流失）

・トラス 1連（流失）

・橋脚 3橋脚（折損）

八代方面

人吉方面

八代方面

人吉方面



【被災前】

【被災後】

第二球磨川橋りょう

7

橋りょう 被災数

・デックガーダー 1連（流失）

・トラス 2連（流失）

球磨川第１橋りょう、第二球磨川橋りょうの被害



8

その他の被害



その他の被害

【被災前】

【被災後】

【被災前】

【被災後】

鉄道盛土(路盤）

球磨川支川の橋りょう
【被災前】

【被災後】

駅

9



10

概算復旧費算出の前提



概算復旧費算出の前提

 球磨川を渡河する橋りょう（球磨川第1橋りょう
、第二球磨川橋りょう）については、昨年12月
に変更された「河川整備基本方針」に基づく計
画高水位を参考に、橋りょうの復旧高さを設定
し概算復旧費を算出
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 上記を除く一般区間については、被災前と同じ
線路高での復旧とし概算復旧費を算出
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概算復旧費算出イメージ



概算復旧費算出イメージ

球磨川第１橋りょう

13

・令和2年7月豪雨と同規模の降雨があれば、再度橋りょう流失の可能性があるため、河川整備基本方針の変更で示された、
「計画高水位＋1.5ｍ」を満足する高さで橋りょう復旧を検討

・「河道掘削」を考慮し、橋脚の撤去・新設を検討

① 橋りょうの嵩上げ

② 治水計画（「球磨川水系流域治水プロジェクト」や「河川整備基本方針の変更」）を考慮



第二球磨川橋りょう

14

概算復旧費算出イメージ

・令和2年7月豪雨と同規模の降雨があれば、再度橋りょう流失の可能性があるため、河川整備基本方針の変更で示された、
「計画高水位＋1.5ｍ」を満足する高さで橋りょう復旧を検討

・「河道掘削」「引き堤」を考慮し、橋脚の撤去・新設や橋りょうの延伸を検討

① 橋りょうの嵩上げ

② 治水計画（「球磨川水系流域治水プロジェクト」や「河川整備基本方針の変更」）を考慮
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概算復旧費



概算復旧費

鉄道で復旧する場合の概算復旧費

16

２３５億円
【内訳】
球磨川第１橋りょう区間：約 64億円（鎌瀬トンネル改築含む）

第二球磨川橋りょう区間：約 61億円
上記以外の区間 ：約110億円



河川事業との連携

道路復旧事業との連携

事業間連携により効率的に進められる事業

資料３



平水位

：国道219号
：JR肥薩線

流下能力を向上させる対策（河道掘削、河道拡幅、引堤及び堤防整備） 球磨川水系河川事業との連携

球磨川第一橋梁

※現時点での予定箇所及び規模であり、変更の可能性があります。

八代市坂本町鎌瀬地区付近(23k600～25k400付近)

球磨村渡地区付近(51k800～53k600付近)

第二球磨川橋梁

：河道掘削範囲

○球磨川第一橋梁及び第二球磨川橋梁は、橋梁前後区間で河道掘削を行う計画としており、橋脚等に影響がある場合は、
その橋脚等について、河川事業の補償工事として復旧工事を実施する。

○河川工事に必要な工事用道路や仮設橋を設置した場合、他の工事と共用できることがある。
○第二球磨川橋梁は、引堤に伴い延伸が必要となるため、河川管理者が応分の費用負担をする。

：河道掘削範囲

河川整備計画 整備予定箇所（堤防整備、河道掘削）

鎌瀬地区

渡地区

引堤に伴う
橋梁影響範囲

：国道219号
：JR肥薩線
：堤防整備（引堤） 1



国の権限代行による災害復旧 【国道219号及び並行する県道等】

○ 球磨川に架かる10橋、両岸道路約100kmの早期復旧に向け、国の権限代行による災害復旧事業に令和2年7月22日着手
○ 道路の応急復旧や仮橋の設置、流失した橋桁等の撤去を推進
○ 国道219号の大野大橋から人吉市方面（延長約11km）について、R3年7月29日より一般車両の通行が可能

④国道219号 鎌瀬橋
か ま せ

③国道219号

＜被災状況＞ ＜復旧状況＞

②芦北町道川嶽線
あし きた かわ たけ

①県道中津道八代線
なか つ みち やつ しろ

①県道中津道八代線
なか つ みち やつ しろ

②芦北町道川嶽線
あし きた かわ たけ

④国道219号 鎌瀬橋
か ま せ

③国道219号

R3.5.28 仮橋設置

R3.7時点

R3.10時点

R2.11時点
坂本PA

山江SA

人吉球磨SIC

八代IC

人吉IC

球磨村役場

人
吉
橋

人
吉
大
橋

水
ノ
手
橋

E3

総合運動公園

人吉市役所

西部大橋

中谷橋

織
月
大
橋

沖鶴橋

大野大橋

葉木橋

曙
橋

熊本県

国土地理院地図

158
県 道

熊 本

17
県 道

熊 本

60
県 道

熊 本

259
県 道

熊 本

304
県 道

熊 本

15
県 道

熊 本

15

県 道

熊 本
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てんぐ

芦 北 町
あ し きた ま ち

八 代 市
や つ し ろ

球 磨 村
く ま

人 吉 市
ひ と よ し

やまえ

ひとよし

ひとよしくま

さかもと

やつしろ

新萩原橋

く ま

ひとよし

は き

おおの

なかたに

さいぶ

しんはぎわら

せ
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し

み
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球
磨
川
沿
い
の
両
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延
長
約

ｋ
ｍ
・
橋
梁
10
橋

100

九州自動車道
（八代IC～人吉IC）

R2年7月7日8時より無料措置

158
県 道

熊 本

272
県 道

熊 本

27
県 道

熊 本

球磨橋

15
県 道

熊 本

く ま

紅取橋
べにとり

19,949台/日

6,031台/日

市之俣川
いちのまた がわ

川内川
かわうちがわ

中園川
なかぞのがわ

小川
お がわ

告川
つげがわ

庄本川
しょうもとがわ

芋川
いもかわ

那良川
な ら がわ

鵜川
う がわ

古麗川

走水川

中谷川

馬永川

福川

出水川

御溝川

西川内川

鬼木川

深水川

鶴喰川

百済来川

吉尾川

天月川

万江川

山田川

鹿目川

永野川

胸
川
鳩
胸
川

※青字の９支川は
国による権限代行を実施

坂本支所
さかもと

さがら325

県 道

熊 本

10,980台/日

※赤字の橋梁は流失橋梁
この他に支川に4橋ある

球
磨
川

人吉市役所

人吉球磨SIC

人
吉
橋

人
吉
大
橋

水
ノ
手
橋

織
月
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萩
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曙
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市
道

深水橋

中谷橋

坂本橋

神瀬橋

大野大橋

大瀬橋

松本橋

球磨橋

相良橋

沖鶴橋

天狗橋

西瀬橋

紅取橋

葉木橋

坂本支所

鎌瀬橋

西部大橋

県 道

熊 本

158

17
県 道

熊 本

158
県 道

熊 本

331
県 道

熊 本

60

県 道

熊 本

272
県 道

熊 本

272
県 道

熊 本

15
県 道

熊 本

325
県 道

熊 本

27
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熊 本

15

県 道

熊 本
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304
県 道

熊 本

さかもと

く ま

ひとよし

町
道

小川
お がわ

中園川
なかぞのがわ

川内川
かわうちがわ

市之俣川
いちのまた がわ

告川
つげがわ

庄本川
しょうもとがわ

芋川
いもかわ

那良川
な ら がわ

鵜川
う がわ ※R3年5月21日

仮橋開通

※R3年5月28日
仮橋開通

※R2年9月4日
仮橋開通

※R3年5月28日
仮橋開通

年
７
月

29
日
よ
り

一
般
車
両
通
行
可
能

八代IC
やつしろ

R3

一般車両通行可能区間

緊急車両等通行可

不通区間

権限代行区間外

橋梁流失箇所

仮橋復旧済み

：

：

：

：

：

：

凡例 （権限代行区間）

仮

①深水橋

②坂本橋

③鎌瀬橋

④神瀬橋

⑤大瀬橋

⑥松本橋

⑦相良橋

⑧沖鶴橋

⑨天狗橋

⑩
西
瀬
橋

仮

仮

仮

仮

年
７
月

29
日
よ
り

一
般
車
両
通
行
可
能

約
11
ｋ
ｍ

R3

写真④

写真②

写真①

写真③

3



国道219号等の道路復旧方針

○ 国道219号は、災害時に強靱で信頼性の高い避難路として機能するよう

対策後水位（計画高水位＋余裕高）を目標にかさ上げを実施

対策後水位（計画高水位＋余裕高）

道路かさ上げ

復旧後

(２車線)

平常時

被災前
（２車線）

△国道219号 復旧イメージ

対策後水位を目標にかさ上げ

○ 対岸道路（県道等）は、「迅速かつ的確な避難」と「被害の最小化」を図る取り組み

の一環として、集落の孤立を回避するかさ上げを実施

○ 幅員については、原則として、現行基準（幅員5m以上）を満足する幅員で復旧

○ 今後、各自治体が定める避難計画や、まちづくり計画等を踏まえ、各自治体と調整 3



道路復旧事業との連携

ＪＲ線路

工事用道路

県道

ＪＲ線路

県道

工事用道路

工事用道路

ＪＲ線路

県道

○JR肥薩線のうち道路と並行 するところについて、道路工事の工事用道路として復旧・活用

〇工事用道路として使用後は、JRへ返還

＜ＪＲ肥薩線使用事例＞

※

※「並行」とは道路と鉄道との距離が近いところ

工事用道路

ＪＲ線路

県道

4



ＪＲ肥薩線復旧に向けた県及び地元市町村の取組み 資料４

R4.3.22 交通政策課

○要望活動
・R2.10月、R4.2月
肥薩線利用促進・魅力発信協議会によるＪＲ九州に対する要望活動
※肥薩線利用促進・魅力発信協議会 会長 松岡人吉市長
構成：県内12市町村、えびの市（宮崎県）、伊佐市・湧水町（鹿児島県）

○肥薩線復旧を願うアピール集会の開催（R4.3.20）
人吉市において肥薩線復旧を願うアピール集会の開催
主 催：肥薩線利用促進・魅力発信協議会
参加者:金子総務大臣、松村参議院議員、関係県議、地元議会議長、

蒲島熊本県知事 他

県のこれまでの動き

○定例会知事答弁、定例会見発言
・肥薩線は地域の産業や人々の暮らしを支えている重要な交通
機関。一日も早い復旧をお願いしたい。

・復旧については、国・県・地元市町村が協力していくことが
重要。

・ＪＲ九州の復旧方針を踏まえ、関係者と協議を行っていく。

地元市町村のこれまでの動き

●「肥薩線再生協議会（仮）」の設立
県及び関係市町村をメンバーとした協議会を設立し、地元自治体の連携を強化し、

ＪＲ九州とともに復旧に向けた方策の検討や持続可能な経営に向けた今後の利活用促

進等について協議を行う。

構成：熊本県、地元市町村 事務局：熊本県、人吉市

協議内容 ○JRから提示された復旧方針案を受け、復旧に向けた方策の検討

○持続可能な運行に向けた利活用促進策等の協議

○関係機関への要望活動の実施 等

○令和２年７月豪雨からの復旧復興プラン
「“緑の流域治水”の推進と復旧・復興に向けた重点
1 0項目」に「鉄道の復旧」として位置付け
➡県として、ＪＲ九州の復旧費・復旧方針等の公表後、復旧
に向けた協議を行っていく

肥薩線は地域における通勤・通学、地元の生活を支えるととも
に、「SL人吉」や「やませみ かわせみ」などが走る観光路線で
あり、本県有数の観光資源であるため、被災当初からＪＲ九州に
対し鉄道での復旧をお願いするとともに、県としても復旧に関す
る協議に取り組むこととしている。

○政府要望の実施
「鉄道の早期復旧に向けた支援」に関し、国へ要望

ＪＲ肥薩線検討会議

国、県、JRが連携する

ことにより、JR肥薩線の

復旧に向けた方策を検討

構成員：国、県、JR

県及び地元市町村のこれからの取組み

検討会議と地元

自治体等との連携


